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令和２年9月定例会は、9月24日から10月14日まで行われ、公
明党議員団からは、蒲生徳明議員、権守幸男議員が一般質問に登
壇しました。（質問・答弁の詳細は埼玉県議会ホームページでご覧
になれます）
今議会で成立した総額1,313億6,011万円となる補正予算では、今

後想定される感染拡大期に備え、新型コロナウイルス感染症専用の医
療施設を整備する医療機関に対して助成を行うほか、65歳以上の方
や60歳～64歳で基礎疾患などがある方のインフルエンザワクチン接
種を無償とするため、市町村に補助を行うことなどが盛り込まれまし
た。この補正予算の成立により川越市では、10月1日～1月31日までの
期間、対象となる方は無償で接種できます（右図参照）。また、新型コ
ロナとインフルエンザの同時流行に備えた医療提供体制の強化に関す
る施策も進めます。
9月25日には、「接触確認アプリによる検査の強化を求める要望」

を公明党議員団として大野知事に提出。大野知事は、COCOAや「埼
玉県ＬＩＮＥコロナお知らせシステム」から通知を受けた希望者全員が
速やかに検査できるよう、県内すべての保健所へ徹底しました。
また、9月8日～10日の3日間にわたり、公明党議員団は県内53団体

の皆様と意見交換会を行いました。各県議に寄せられた地域要望も加
え、令和3年度要望として、10月14日に大野知事に手渡しました。今後
の県政へ反映できるよう全力を尽くしていきます。

新型コロナ専用病棟では医師や看護師が防護服を着て治療し、診察後は防護服を脱ぎ廃棄します。少しでも油断す
れば院内感染を招き、スタッフの家族も感染リスクにさらされます。
一般の外来・入院患者が絶対にコロナに感染することがないよう万全を期さねばなりません。埼玉医科大学総合医療

センターでは、コロナ患者受入れのために、倉庫などを病室（個室）に改修しています。経営も圧迫しています。
川越市内では、同センターが先頭に立ってコロナ診療にあたっています。深谷けんじは、同センターを何度も訪問し要

望を聞いています。
国でなければ解決できない課題があるため９月23日には、西山淳次公明党県議団長、福永前県議会議員とともに西

田実仁参議院議員、秋野公造参議院議員（医学博士・公明党医療制度委員会 委員長）を同センターの新型コロナ専用
病棟に案内し、治療の最前線で奮闘する医療機関・スタッフの皆様から課題を伺いました【右の公明新聞記事参照】。
丸木清之 埼玉医科大学理事長、堤晴彦 埼玉医科大学総合医療センター病院長からも必要な支援策についての要望

を詳細にお聞きしました。
視察結果を踏まえ深谷けんじは、９月定例議会の福祉保健医療委員会などで、病床の改修費への支援を求め、コロナ

専用医療施設（仮設）の建設について、運用開始後の負担増大が懸念されるとして一層の支援を求めました。

６５歳以上の方等のインフルエンザ予防接種が無償化
コロナ専用医療施設（仮設）を整備へ

コロナ治療最前線の声をもとに論戦

川越市インフルエンザ予防接種無償化
川越市に住民登録を有する方で、接種日時点で次のいずれかに該当する方
・年齢が満65歳上の方
・年齢が満60歳～64歳の方で、次の①または②のいずれかに該当する方
①心臓、腎臓または呼吸器に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害を有する方
②ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な障害を有する方

令和２年１０月１日～令和３年１月３１日

年度に１回接種接種回数

接種方法

予防接種を
受ける場所

市の委託医療機関（お近くの病院・クリニックのほとんどで接種できます）
※市内の委託医療機関は、「健康づくりスケジュール」をご覧ください。

・接種を希望する方は、医療機関に予約のうえ、接種してください。
・住所、氏名、生年月日等がわかる証明書（健康保険証など）を持参してください。
※その他詳細は、自治会からのご案内や川越市ホームページなどでご確認ください。
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県政に関するご意見・ご要望を
お寄せください
県政に関するご意見・ご要望を
お寄せください

「電気が使えない。」そんな日常生活をイメージできるでしょうか。電気がな
ければ照明がつかないことはもちろん、スマートフォンの充電も、エアコンも
動かすこともができません。
昨年の房総半島台風（台風第15号）では、千葉県で多数の倒木が発生し、広

範囲にわたり電柱や電線などの電力設備に大きな被害が発生。復旧作業が難
航したことにより、停電が長期間に及びました。
本年発生した台風第10号においても、鹿児島県では県内のおよそ16％に

あたる約18万5000戸で停電が発生し、真夏にエアコンが使用できない危険
な状態が長時間続きました。
長期間に渡る停電の要因のひとつとして、電線等の電力設備への倒木撤去

に時間がかかったことが挙げられています。倒木が電線に絡まっている場所が
多くありましたが、東京電力だけでは倒木を撤去できる装備も人も足りない。

しかし、地域の建設会社だけでは電気事業法により電線に触れることができ
ず、復旧が難しいケースが相次いでいたということです。
こうした課題を解決するため、深谷けんじが会社員時代に電気主任技術者

として培った知見を活かし、昨年の12月定例会で、停電復旧作業に迅速に取り
組むための対策として、本県と電力会社との協定締結を提案しました。
深谷けんじの提案を受け、埼玉県は8月6日、東京電力パワーグリッド㈱と

相互に協力するための「災害時における停電復旧の連携等に関する基本協
定」を締結。復旧作業が大幅にスピードアップされ、早期の停電解消の大きな
力になることが期待されます。
災害対応力の強化とともに、相次ぐ自然災害による停電被害を踏まえ、安

定的な電力供給体制を確保するための「電力レジリエンス」を高めていくこと
が急務です。深谷けんじは、今後も様々な対策を提案していきます。

新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター
0570-783-770 048-830-4808

大規模停電対策として県と東京電力が協定締結
停電の早期復旧へ大きな力

埼玉県道160号川越北環状線「今成二丁目」及び「上寺山」交差点に、右折信
号と歩行者用信号（今回の設置で4方向すべてに設置となります）が設置され、
７月２２日から供用開始となりました。近隣の皆様から昨年ご要望をいただき、
深谷けんじが県警に粘り強く申し入れを続けた結果、今回の設置となりました。
今年度、埼玉県内の既設道路への右折信号の設置は8個所予定しています

が、その内の2個所が「今成二丁目」及び「上寺山」交差点への設置となります。
その他、信号機設置要望を頂いている個所についても粘り強く県に申し入れ

をしていきます。

8月16日夜、国道16号古谷上交差点付近の歩道の草刈りのご要望を
PTAの方から頂き、深谷けんじはすぐに現場の確認へ。古谷小学校に通う
児童の皆さんの通学路でもあり、背丈ほどに伸びてしまった草が、歩行の
際に危険な状況でした。
翌朝、矢倉かつお参議院議員を通し国交省へ早急な対応を要望。５日後

の２１日には草刈り作業が完了しました。これからも地域の声に迅速に動
き、国・県・市の公明党のネットワーク力を発揮し、子供達の安全対策にも
全力を尽くしてまいります。

小さな声を、聴く力。小さな声を、聴く力。地域要望が実現

◀８月４日付　埼玉建設新聞に掲載
▲協定の概要

「今成二丁目」及び「上寺山」交差点に右折信号と
歩行者用信号設置

通学路の安全確保のため、
国道16号古谷上交差点付近の歩道の草刈り
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開

発
を
促
進
さ
せ
技
術
分
野
や

課
題
ご
と
に
技
術
研
究
開
発

体
制
の
構
築
を
図
る
も
の
。

　
テ
ー
マ
は
▽
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
の
高
度
化
▽

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
計
画
策
定

▽
施
工
管
理
の
合
理
化
・
省

力
化
―
―
の
３
項
目
。
応
募

者
条
件
は
①
大
学
・
高
等
専

門
学
校
な
ど
で
技
術
開
発
・

研
究
に
従
事
す
る
個
人
・
組

織
②
応
募
技
術
の
開
発
に
関

し
参
画
さ
れ
て
い
る
個
人
ま

た
は
民
間
企
業
な
ど
―
―
。

　
募
集
期
限
は
９
月
11
日
。

そ
の
後
、
シ
ー
ズ
側
よ
り
研

究
概
要
の
発
表
と
個
別
面
談

　
県
は
６
日
、
東
京
電
力

パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
埼
玉
総

支
社
（
さ
い
た
ま
市
、
石

川
文
彦
支
社
長
）
と
「
災

害
時
に
お
け
る
停
電
復
旧

の
連
携
等
に
関
す
る
基
本

協
定
」
を
締
結
し
た
。
風

水
害
な
ど
の
災
害
に
よ
り

広
範
囲
の
長
時
間
停
電
が

発
生
し
た
場
合
の
早
期
復

旧
に
向
け
、
県
と
同
社
と

が
相
互
に
協
力
す
る
協
定

と
な
る
。
内
容
は
▽
大
規

模
停
電
の
早
期
復
旧
に
向

け
た
体
制
・
連
絡
調
整
▽

停
電
復
旧
に
向
け
た
作
業

▽
停
電
情
報
等
の
県
民
へ

の
周
知
―
―
と
な
っ
て
い

る
。

　
協
定
の
背
景
は
昨
年
の

房
総
半
島
台
風
で
の
大
規

模
停
電
の
長
期
化
が
契
機

と
な
っ
た
。
大
規
模
停
電

は
県
民
生
活
や
経
済
活
動

に
深
刻
な
影
響
が
お
よ
ぶ

た
め
、
教
訓
と
し
て
協
定

を
結
ん
だ
。

　
ま
た
２
０
１
９
年
12
月

県
議
会
で
は
深
谷
顕
史
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
、

県
執
行
部
は
「
で
き
る
だ

け
早
く
協
定
を
締
結
す

る
」
と
答
弁
し
て
い
た
。

を
行
う
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
マ
ッ
チ
ン
グ
の

可
否
を
決
定
。
９
月
下
旬
に

提
案
書
審
査
で
順
位
付
け
を

実
施
す
る
。
新
技
術
評
価
会

議
に
よ
る
審
議
は
10
月
初
旬

に
行
い
採
択
。
採
択
さ
れ
た

技
術
は
共
同
研
究
・
現
場
試

行
を
進
め
る
。
マ
ッ
チ
ン
グ

が
成
立
し
委
託
研
究
契
約
を

行
っ
た
技
術
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
研
究
開
発
公
募
の
成
果

概
要
な
ど
を
公
表
す
る
。

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（www.ktr.mlit.go.jp/
gijyutu/gijyutu00000191
.html

）
を
参
照
。

　
公
募
の
提
出
は
企
画
部
施

工
企
画
課
（
☎
０
４
８
―
６

０
０
―
１
３
４
７
）
ま
で
。

　
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
が

事
務
局
と
な
っ
て
い
る
荒
川

太
郎
衛
門
地
区
自
然
再
生
協

議
会
の
維
持
管
理
・
環
境
管

理
専
門
委
員
会
は
第
40
回
委

員
会
を
12
日
に
上
尾
市
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
。
主

な
議
題
は
▽
２
０
２
０
年
度

の
維
持
管
理
活
動
に
つ
い
て

▽
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
に

　
土
木
学
会
は
13
日
に
豪
雨

災
害
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
。
今
季
の
梅
雨
前
線
の
特

徴
、
中
国
・
日
本
の
豪
雨
災

害
の
調
査
結
果
を
速
報
す
る

と
と
も
に
、
両
国
の
豪
雨
災

害
の
特
徴
を
比
較
す
る
。
近

年
、
多
発
・
激
甚
化
し
て
い

る
豪
雨
災
害
へ
の
今
後
の
総

合
的
な
対
応
に
つ
い
て
も
討

議
す
る
。

７
月
の
梅
雨
前
線
は
、
中

国
の
長
江
等
の
大
河
川
、
日

本
の
九
州
の
球
磨
川
、
筑
後

川
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
に

甚
大
な
豪
雨
災
害
を
も
た
ら

し
た
。
こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
水

害
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

気
象
研
究
所
・
今
田
由
紀
子

氏
に
よ
る
「
２
０
２
０
年
梅

雨
前
線
豪
雨
の
特
徴
と
近
年

の
異
常
気
象
に
つ
い
て
」、

上
智
大
学
・
黄
光
偉
氏
に
よ

る
「
中
国
に
お
け
る
水
害
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
危
機

管
理
の
特
徴
と
変
化
―
１
９

９
８
年
と
２
０
２
０
の
長
江

水
害
か
ら
見
え
た
こ
と
」
の

発
表
等
の
ほ
か
、
水
工
学
委

員
会
「
令
和
２
年
７
月
九
州

豪
雨
災
害
調
査
団
」
か
ら
の

速
報
に
関
し
て
も
予
定
し
て

い
る
。

　
開
催
は
13
日
の
午
後
２
時

か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

YouTube

ラ
イ
ブ
配
信

つ
い
て
―
―
と
し
て
い
る
。

　
同
協
議
会
は
荒
川
の
河
口

か
ら
約
50
〜
54
㎞
に
位
置

し
、
太
郎
衛
門
橋
下
流
の
河

川
敷
に
あ
る
旧
流
路
周
辺

（
上
尾
市
、
桶
川
市
、
川
島

町
）
に
お
い
て
、
自
然
環
境

の
保
全
・
再
生
を
行
う
目
的

で
設
立
さ
れ
た
。

（ZOOM

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

で
行
う
。（URL

：https:
//youtu.be/aDsVmrgu
Hmg

）。
参
加
費
は
無
料
。

オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
の
登
録
は

不
要
で
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
受
講
証
明

書
希
望
者
の
み
、
事
前
に
参

加
登
録
を
必
要
と
し
て
い

る
。

　
参
加
申
し
込
み
方
法
は

（http://www.jsce.or.
jp/event/active/info
rmation.asp#

862001

）

よ
り
事
前
登
録
の
上
、
終
了

後
に
１
０
０
字
以
上
の
意

見
・
感
想
を
提
出
す
る
こ
と

で
、
受
講
証
明
書
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

交
換
機
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
ア
ン
テ
ナ

（
75
基
）
な
ど
。
拡
声
設
備

に
つ
い
て
は
非
常
業
務
放
送

増
幅
器
、
リ
モ
ー
ト
マ
イ
ク

ロ
ホ
ン
、
配
線
な
ど
を
改
修

す
る
。
ま
た
仮
設
足
場
や
仮

設
機
器
な
ど
の
仮
設
工
事
も

行
う
予
定
だ
。
改
修
対
象
の

７
日
か
ら
技
術
公
募

 

大
学
な
ど
と
マ
ッ
チ
ン
グ

関東整備局

維
持
管
理
委
を
開
催

 

荒
川
太
郎
衛
門
の
協
議
会

荒川上流

川越市を訪れたキャラバン隊

昨年の房総半島台風は倒木
で電柱に被害が生じた

埼電工組がキャラバン隊編成

川越などで電気安全啓発

災害時 停電復旧の連携を
東京電力と協定締結

県

中
央
の
行
政
＆
業
界
ニ
ュ
ー
ス

入
札
　

　
公
告

土
　
木

農
林
水
産
省 

 

荒
川
中
部 

 

農
業
水
利

【
９
月
23
日
】

《
８
月
７
日
〜
８
月
24
日

ま
で
受
付
》

　◆
荒
川
中
部
農
業
水

利
事
業
左
幹
線
支
線

用
水
路
工
事
（
藤
治
川
そ

の
３
）﹇
一
般
﹈
＝
寄
居

町
用
土

土
木
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
級
。

管
水
路
工
５
９
１
・
５

０
５
ｍ
、
工
期
３
年
３

月
24
日

※
問
い
合
わ
せ
は
調
査

設
計
課
（
０
４
８
―
５

８
５
―
４
６
０
０
）

　◆
荒
川
中
部
農
業
水

利
事
業
左
幹
線
支
線

用
水
路
工
事
（
付
帯
施
設

整
備
そ
の
１
）﹇
一
般
﹈

＝
深
谷
市
櫛
引
ほ
か

土
木
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
級
。

安
全
施
設
工
１
７
９
５

ｍ
、
管
理
用
道
路
工
１

３
０
１
ｍ
、
工
期
３
年

３
月
５
日

※
問
い
合
わ
せ
は
調
査

設
計
課
（
０
４
８
―
５

８
５
―
４
６
０
０
）

【
９
月
18
日
】

《
８
月
７
日
〜
８
月
24
日

ま
で
受
付
》

　◆
荒
川
中
部
農
業
水

利
事
業
左
幹
線
支
線

用
水
路
工
事
（
藤
沢
そ
の

１
）﹇
総
合
評
価
﹈﹇
一
般
﹈

＝
深
谷
市
武
蔵
野
ほ
か

土
木
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
級
。

水
路
補
修
工
３
８
４

８
・
１
２
１
ｍ
、
安
全

施
設
工
３
３
０
６
ｍ
、

工
期
３
年
３
月
19
日

※
問
い
合
わ
せ
は
調
査

設
計
課
（
０
４
８
―
５

８
５
―
４
６
０
０
）

　◆
荒
川
中
部
農
業
水

利
事
業
左
幹
線
支
線

用
水
路
工
事
（
西
田
幹
線

そ
の
４
）﹇
総
合
評
価
﹈﹇
一

般
﹈
＝
深
谷
市
西
田
ほ
か

土
木
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
級
。

管
水
路
工
１
５
３
３
・

０
６
５
ｍ
、
工
期
３
年

３
月
23
日

※
問
い
合
わ
せ
は
調
査

設
計
課
（
０
４
８
―
５

８
５
―
４
６
０
０
）

県
川
越
農
林 

 

振
興
セ
ン
タ
ー

【
８
月
26
日
】

《
８
月
５
日
〜
８
月
20
日

ま
で
受
付
》

　◆
02
清
流
線
ほ
か
５

路
線
森
林
管
理
道
除

草
業
務
﹇
事
後
審
査
﹈
＝

日
高
市
清
流
ほ
か

土
木
施
設
維
持
管
理

（
道
路
）。
機
械
除
草

２
万
３
８
０
０
㎡
、
工

期
10
月
30
日

※
飯
能
県
土
管
内
本

店
・
主
た
る
営
業
所
▽

問
い
合
わ
せ
は
林
業
部

治
山
・
森
林
管
理
道
担

当
（
０
４
２
―
９
７
３

―
５
７
５
９
）

県
寄
居
林
業

【
８
月
24
日
】

《
８
月
５
日
〜
８
月
18
日

ま
で
受
付
》

　◆
31
矢
納
楢
尾
線
森

林
管
理
道
改
良
工
事

﹇
事
後
審
査
﹈
＝
神
川
町

矢
納土

木
Ｂ
、
Ｃ
級
。
舗
装

工
８
２
０
・
２
㎡
、
防

護
施
設
工
１
３
２
ｍ
、

擁
壁
工
３
６
０
㎡
ほ

か
、
工
期
３
年
２
月
９

日※
秩
父
、
本
庄
、
熊
谷

県
土
管
内
に
本
店
・
主

た
る
営
業
所
▽
一
次
下

請
実
績
可
▽
問
い
合
わ

せ
は
治
山
・
森
林
管
理

道
担
当
（
０
４
８
―
５

８
１
―
０
１
２
３
）

東
松
山 

 

県
土
整
備

【
９
月
２
日
】

《
８
月
６
日
〜
８
月
27
日

ま
で
受
付
》

　◆
県
道
本
田
小
川
線

ほ
か
産
業
イ
ン
フ
ラ

（
改
築
）
工
事
（
本
田
小

川
そ
の
15
）﹇
事
後
審
査
﹈

＝
小
川
町
高
谷
ほ
か

舗
装
Ａ
、
Ｂ
級
。
舗
装

工
５
９
７
０
㎡
、
区
画

線
工
、
道
路
照
明
灯
設

置
工
５
基
、
工
期
12
月

25
日

※
東
松
山
県
土
管
内
、

寄
居
町
に
本
店
・
主
た

る
営
業
所
▽
一
次
下
請

実
績
可
▽
問
い
合
わ
せ

は
道
路
施
設
担
当
（
０

４
９
３
―
22
―
２
４
５

３
）　◆

国
道
２
５
４
号
ほ

か
橋
り
ょ
う
修
繕
工

事
（
大
師
越
橋
ほ
か
修
繕

工
）・
舗
装
指
定
修
繕
工

事（
古
里
工
区
）合
併﹇
事

後
審
査
﹈
＝
小
川
町
中
爪

ほ
か土

木
Ａ
、
Ｂ
級
。
ひ
び

割
れ
補
修
工
、
断
面
修

復
工
、
現
場
塗
装
工
73

㎡
、
表
層
（
ｔ
５
㎝
）

１
８
８
０
㎡
ほ
か
、
工

期
３
年
３
月
29
日

※
東
松
山
、
北
本
、
飯

能
、
秩
父
、
熊
谷
県
土

管
内
に
本
店
・
主
た
る

営
業
所
▽
一
次
下
請
実

績
可
▽
施
工
箇
所
が
点

在
す
る
工
事
の
積
算
方

法
に
よ
る
工
事
▽
概
算

数
量
発
注
方
式
▽
問
い

合
わ
せ
は
道
路
環
境
担

当
（
０
４
９
３
―
22
―

２
３
３
５
）

　◆
県
道
大
野
東
松
山

線
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
（
改
築
）
工
事

（
細
入
工
区
）﹇
事
後
審
査
﹈

＝
と
き
が
わ
町
西
平

土
木
Ａ
、
Ｂ
級
。
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
11

ｍ
、
長
尺
Ｕ
型
側
溝
56

ｍ
、
舗
装
工
１
１
８
７

㎡
ほ
か
、
工
期
３
年
２

月
15
日

※
東
松
山
、
飯
能
県
土

管
内
に
本
店
・
主
た
る

営
業
所
▽
問
い
合
わ
せ

は
道
路
施
設
担
当
（
０

４
９
３
―
22
―
２
４
５

３
）

入 札
情 報
金額はすべて税抜き　※単位千円

土　木

建　築

電　気

管

委　託

その他

県
地
域
整
備

【
８
月
28
日
】

《
８
月
７
日
〜
８
月
24
日

ま
で
受
付
》

　◆
２
川
越
―
10
号
雑

草
刈
払
い
そ
の
２
業

務
委
託
﹇
事
後
審
査
﹈
＝

川
越
市
増
形
ほ
か

土
木
施
設
維
持
管
理

（
苑
地
）。
機
械
除
草

工（
ハ
ン
ド
ガ
イ
ド
式
）

８
万
１
３
０
０
㎡
、（
肩

掛
式
）
１
１
０
０
㎡
、

工
期
11
月
20
日

※
川
越
①
県
土
管
内
、

狭
山
市
に
本
店
・
主
た

る
営
業
所
▽
一
抜
け
①

▽
問
い
合
わ
せ
は
総
務

用
地
担
当
（
０
４
８
―

６
６
３
―
６
９
９
０
）

　◆
２
川
越
―
９
号
雑

草
刈
払
い
そ
の
１
業

務
委
託
﹇
事
後
審
査
﹈
＝

川
越
市
増
形

土
木
施
設
維
持
管
理

（
苑
地
）。
機
械
除
草

工（
ハ
ン
ド
ガ
イ
ド
式
）

６
万
１
５
０
０
㎡
、（
肩

掛
式
）
１
６
０
０
㎡
、

工
期
11
月
20
日

※
川
越
①
県
土
管
内
、

狭
山
市
に
本
店
・
主
た

る
営
業
所
▽
一
抜
け
②

▽
問
い
合
わ
せ
は
総
務

用
地
担
当
（
０
４
８
―

６
６
３
―
６
９
９
０
）

さ
い
た
ま
市

【
９
月
３
日
】

《
８
月
27
日
〜
８
月
31
日

ま
で
受
付
》

　◆
東
岩
槻
第
２
排
水

区
下
水
道
工
事
（
北

建
―
Ｒ
２
―
２
０
１
３
）

﹇
事
後
審
査
﹈
＝
岩
槻
区

東
岩
槻
５
丁
目
ほ
か

土
木
Ｓ
級
。
管
き
ょ
工

開
削
（
□
６
０
０
×
６

０
０
㎜
）
１
０
２
・
39

ｍ
、（
□
７
０
０
×
７

０
０
㎜
）
58
・
44
ｍ
、

（
□
７
０
０
×
１
２
０

０
㎜
）
４
・
22
、（
□

８
０
０
×
８
０
０
㎜
）

27
・
89
ｍ
、
付
帯
工
、

工
期
３
年
３
月
19
日

※
市
内
本
店
▽
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
▽

問
い
合
わ
せ
は
財
政
局

契
約
管
理
部
契
約
課

（
０
４
８
―
８
２
９
―

１
１
８
０
）

予
定 

 

１
億
１
１
、
９
１
０

　◆
指
扇
土
地
区
画
整

理
事
業
区
７
―
１
号

線
道
路
築
造
ほ
か
工
事

﹇
総
合
評
価
﹈﹇
事
後
審
査
﹈

＝
西
区
指
扇

土
木
Ａ
級
。
管
渠
布
設

工
ヒ
ュ
ー
ム
管
（
φ
５

０
０
）
50
・
２
ｍ
、（
φ

６
０
０
）
72
・
３
ｍ
、

組
立
１
号
マ
ン
ホ
ー
ル

２
組
、
組
立
２
号
マ
ン

ホ
ー
ル
２
組
、
長
尺
Ｕ

字
側
溝
（
３
０
０
×
３

０
０
）
４
９
８
ｍ
、
集

水
桝
（
５
０
０
×
５
０

０
）
10
基
、
横
断
暗
渠

（
３
０
０
×
２
４
０
）

８
ｍ
、発
生
土
処
分（
Ｕ

Ｃ
Ｒ
）
２
０
０
０
㎥
、

工
期
３
年
２
月
19
日

※
市
内
本
店
▽
特
別
簡

易
型
▽
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
▽
問
い
合

わ
せ
は
財
政
局
契
約
管

理
部
契
約
課
（
０
４
８

―
８
２
９
―
１
１
８
０
）

【
９
月
１
日
】

《
８
月
25
日
〜
８
月
27
日

ま
で
受
付
》

　◆
ス
マ
イ
ル
ロ
ー
ド

整
備
工
事
（
Ｒ
２
市

道
イ
ワ
１
２
０
号
線
）﹇
事

後
審
査
﹈
＝
岩
槻
区
大
谷

土
木
Ａ
級
。
道
路
土

工
、
長
尺
Ｕ
字
溝
（
３

０
０
型
）
５
０
１
ｍ
、

横
断
暗
渠
（
３
０
０
×

３
０
０
）
12
ｍ
、
集
水

桝（
□
５
０
０
）
10
基
、

下
層
路
盤
（
Ｒ
Ｃ
―

40
、
ｔ
19
㎝
）
１
６
０

㎡
、
上
層
路
盤
（
Ｒ
Ｍ

―
40
、
ｔ
15
㎝
）
１
６

０
㎡
、
路
面
切
削
（
平

均
切
削
厚
ｔ
５
㎝
）
１

３
６
０
㎡
、
切
削
オ
ー

バ
ー
レ
イ
（
平
均
切
削

厚
ｔ
７
㎝
、
再
生
粗
粒

度
As
―
20
、
ｔ
７
㎝
）

１
３
４
０
㎡
、表
層（
再

生
密
粒
度
As
―
20
、
ｔ

５
㎝
）
１
３
６
５
㎡
、

付
帯
工
、
工
期
３
年
３

月
12
日

※
西
区
、
北
区
、
大
宮

区
、見
沼
区
、岩
槻
区
、

南
区
、
緑
区
に
本
店
▽

一
抜
け
①
▽
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
▽
問

い
合
わ
せ
は
財
政
局
契

約
管
理
部
契
約
課
（
０

４
８
―
８
２
９
―
１
１

８
０
）　◆

ス
マ
イ
ル
ロ
ー
ド

整
備
工
事
（
Ｒ
２
市

道
１
１
８
９
４
号
線
ほ

か
）﹇
事
後
審
査
﹈
＝
見

沼
区
深
作
３
丁
目

土
木
Ａ
級
。
道
路
土

工
、長
尺
Ｕ
型
側
溝（
３

０
０
×
３
０
０
）
６
０

２
ｍ
、（
３
０
０
×
３

０
０
）
横
断
用
６
ｍ
、

横
断
側
溝
Ｚ
ア
ン
グ
ル

付（
３
０
０
×
３
０
０
）

24
ｍ
、
長
尺
Ｕ
型
側
溝

用
集
水
桝（
深
７
０
０
）

25
か
所
、
角
型
集
水
桝

（
深
５
５
０
）２
か
所
、

表
層
（
透
水
性
As
（
樹

脂
・
消
石
灰
入
り
）、

ｔ
５
㎝
）
２
０
７
４

㎡
、
上
層
路
盤
（
Ｃ
―

30
）
１
９
４
㎡
、
下
層

路
盤
（
Ｒ
Ｃ
―
40
）
１

９
４
㎡
、不
陸
整
正（
Ｃ

―
30
、
平
均
ｔ
３
㎝
）

２
０
７
０
㎡
、
工
期
３

年
３
月
12
日

※
西
区
、
北
区
、
大
宮

区
、見
沼
区
、岩
槻
区
、

中
央
区
、
浦
和
区
に
本

店
▽
一
抜
け
②
▽
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

▽
問
い
合
わ
せ
は
財
政

局
契
約
管
理
部
契
約
課

（
０
４
８
―
８
２
９
―

１
１
８
０
）

　◆
ス
マ
イ
ル
ロ
ー
ド

整
備
工
事
（
Ｒ
２
市

道
１
１
１
２
２
号
線
ほ

か
）﹇
事
後
審
査
﹈
＝
見

沼
区
東
大
宮
６
丁
目

土
木
Ａ
級
。
道
路
土

工
、長
尺
Ｕ
形
側
溝（
深

３
０
０
）
４
２
８
ｍ
、

（
深
３
０
０
、
横
断
仕

様
）
83
ｍ
、
長
尺
Ｕ
形

側
溝
用
集
水
桝
（
深
７

０
０
）
７
か
所
、
切
廻

し
側
溝（
６
０
０
逃
げ
）

１
か
所
、下
層
路
盤（
Ｒ

Ｃ
―
40
）
１
５
５
㎡
、

上
層
路
盤
（
Ｃ
―
30
、

Ｒ
Ｍ
―
40
）
１
５
５

㎡
、
不
陸
整
正
（
Ｃ
―

30
、
Ｒ
Ｍ
―
40
）
１
７

７
４
㎡
、（
透
水
性
As

（
樹
脂
・
消
石
灰
入

り
）、
ｔ
５
㎝
）
９
８

６
㎡
、（
再
生
密
粒
度

As
、
ｔ
５
㎝
）
７
８
８

㎡
、付
帯
工
、仮
設
工
、

工
期
３
年
３
月
12
日

※
西
区
、
北
区
、
大
宮

区
、見
沼
区
、岩
槻
区
、

桜
区
、
緑
区
に
本
店
▽

一
抜
け
③
▽
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
▽
問

い
合
わ
せ
は
財
政
局
契

約
管
理
部
契
約
課
（
０

４
８
―
８
２
９
―
１
１

８
０
）　◆

ス
マ
イ
ル
ロ
ー
ド

整
備
工
事
（
Ｒ
２
市

道
１
２
０
１
０
号
線
ほ

か
）﹇
事
後
審
査
﹈
＝
見

沼
区
深
作
３
丁
目

土
木
Ａ
級
。
道
路
土

工
、長
尺
Ｕ
形
側
溝（
深

３
０
０
）
５
６
５
ｍ
、

長
尺
Ｕ
形
側
溝
用
集
水

桝
（
深
７
０
０
）
12
か

所
、
下
層
路
盤
（
Ｒ
Ｃ

―
40
、ｔ
15
㎝
）
29
㎡
、

（
Ｒ
Ｃ
―
40
、ｔ
26
㎝
）

１
４
２
㎡
、
上
層
路
盤

（
Ｃ
―
30
、
ｔ
10
㎝
）

29
㎡
、（
Ｃ
―
30
、
ｔ

14
㎝
）
１
４
２
㎡
、
不

陸
整
正
（
Ｃ
―
30
、
平

均
ｔ
３
㎝
）
１
３
０
０

㎡
、
表
層
（
透
水
性
As

（
樹
脂
・
消
石
灰
入

り
）、
ｔ
５
㎝
）
１
２

９
６
㎡
、
付
帯
工
、
仮

設
工
、
工
期
３
年
３
月

12
日

※
西
区
、
北
区
、
大
宮

区
、見
沼
区
、岩
槻
区
、

中
央
区
、
南
区
に
本
店

▽
一
抜
け
④
▽
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
▽

問
い
合
わ
せ
は
財
政
局

契
約
管
理
部
契
約
課

（
０
４
８
―
８
２
９
―

１
１
８
０
）

　◆
準
用
河
川
黒
谷
川

改
修
工
事
（
北
河
Ｒ

２
）﹇
事
後
審
査
﹈
＝
岩

槻
区
尾
ヶ
崎
新
田

土
木
Ｂ
級
。
掘
削
工
２

７
５
㎥
、
盛
土
工
１
５

２
０
㎥
、
法
面
整
形
工

６
０
０
㎡
、
管
渠
工
１

４
５
ｍ
、
樹
木
伐
採

工
、
仮
設
工
、
工
期
３

年
２
月
26
日

※
北
部
建
設
事
務
所
管

内
本
店
▽
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
参
照
▽
問
い

合
わ
せ
は
財
政
局
契
約

管
理
部
契
約
課
（
０
４

８
―
８
２
９
―
１
１
８

０
）　◆

浦
和
東
部
第
一
特

定
土
地
区
画
整
理
事

業
雨
水
管
渠
布
設
工
事

（
Ｒ
２
―
１
）﹇
総
合
評
価
﹈

﹇
事
後
審
査
﹈
＝
緑
区
中

野
田土

木
Ｃ
級
。
管
渠
工
開

削
工
法
塩
ビ
管
（
管
径

２
５
０
㎜
）
35
・
７
ｍ
、

（
管
径
３
０
０
㎜
）

40
・
９
ｍ
、（
管
径
４

０
０
㎜
）
75
ｍ
、（
管

径
４
５
０
㎜
）
75
ｍ
、

（
管
径
５
０
０
㎜
）

37
・
８
ｍ
、
組
立
１
号

人
孔
７
か
所
、
仮
設

工
、
工
期
12
月
11
日

※
市
内
本
店
▽
特
別
簡

易
型
▽
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
▽
問
い
合

わ
せ
は
財
政
局
契
約
管

理
部
契
約
課
（
０
４
８

―
８
２
９
―
１
１
８
０
）

　◆
釣
上
地
内
排
水
路

整
備
工
事
（
北
河
Ｒ

２
）﹇
事
後
審
査
﹈
＝
岩

槻
区
釣
上

土
木
Ｃ
級
。
Ｕ
型
水
路

工
（
Ｕ
６
０
０
×
６
０

０
）
80
・
７
ｍ
、（
Ｕ

９
０
０
×
９
０
０
）２
・

５
ｍ
、
付
帯
工
、
工
期

３
年
１
月
15
日

※
北
部
建
設
事
務
所
管

内
本
店
▽
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
参
照
▽
問
い

合
わ
せ
は
財
政
局
契
約

管
理
部
契
約
課
（
０
４

８
―
８
２
９
―
１
１
８

０
）

　◆
道
路
改
良
工
事

（
市
道
Ｄ
６
７
８
号

線
ほ
か
１
路
線
）﹇
事
後

審
査
﹈
＝
南
区
鹿
手
袋
２

丁
目
ほ
か

土
木
Ｃ
級
。
道
路
土

工
、
路
盤
工
１
９
０

㎡
、
表
層
工
１
９
０

㎡
、
Ｌ
型
側
溝
５
ｍ
、

Ｌ
型
集
水
桝
１
か
所
、

地
先
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
81

ｍ
、
道
路
付
属
物
施
設

工
、
道
路
構
造
物
撤
去

工
、
工
期
12
月
11
日

※
南
部
建
設
事
務
所
管

内
本
店
▽
概
算
数
量
発

注
方
式
▽
参
加
拡
大
▽

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
▽
問
い
合
わ
せ
は

財
政
局
契
約
管
理
部
契

約
課
（
０
４
８
―
８
２

９
―
１
１
８
０
）

予
定 

５
、
９
０
０

　◆
ス
マ
イ
ル
ロ
ー
ド

整
備
工
事
（
Ｒ
２
市

道
１
２
７
１
３
号
線
ほ

か
）﹇
事
後
審
査
﹈
＝
北

区
宮
原
町
２
丁
目

土
木
Ｃ
級
。
道
路
土

工
、
長
尺
Ｕ
形
側
溝
工

（
３
０
０
型
）
１
０
４

ｍ
、
切
回
し
側
溝
２
か

所
、
下
層
路
盤
（
Ｒ
Ｃ

―
40
、ｔ
15
㎝
）
34
㎡
、

上
層
路
盤
（
Ｃ
―
30
、

ｔ
10
㎝
）
34
㎡
、
表
層

（
透
水
性
As
（
樹
脂
・

消
石
灰
入
り
）、
ｔ
５

㎝
）
３
４
１
㎡
、
付
帯

工
、
仮
設
工
、
工
期
12

月
28
日

※
北
部
建
設
事
務
所
管

内
本
店
▽
一
抜
け
①
▽

参
加
拡
大
▽
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
▽
問

い
合
わ
せ
は
財
政
局
契

約
管
理
部
契
約
課
（
０

４
８
―
８
２
９
―
１
１

８
０
）　◆

暮
ら
し
の
道
路
整

備
工
事
（
市
道
２
０

５
３
９
号
線
）﹇
事
後
審

査
﹈
＝
見
沼
区
南
中
丸

土
木
Ｃ
級
。
下
層
路
盤

１
７
７
㎡
、
上
層
路
盤

１
７
７
㎡
、
表
層
１
８

８
㎡
、
長
尺
Ｕ
型
側
溝

１
２
５
ｍ
、
横
断
暗
渠

５
ｍ
、
集
水
桝
工
４

基
、
付
帯
工
、
工
期
３

年
１
月
29
日

※
北
部
建
設
事
務
所
管

内
本
店
▽
一
抜
け
②
▽

参
加
拡
大
▽
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
▽
問

い
合
わ
せ
は
財
政
局
契

約
管
理
部
契
約
課
（
０

４
８
―
８
２
９
―
１
１

８
０
）

予
定 

７
、
５
４
０

　◆
暮
ら
し
の
道
路
整

備
工
事
（
市
道
３
３

３
１
号
線
）﹇
事
後
審
査
﹈

２０２０年（令和２年）８月７日（金曜日）

カタチに声を

工事中の上寺山交差点信号機工事中の上寺山交差点信号機 草刈り作業前草刈り作業前 草刈り作業後草刈り作業後供用開始となった今成二丁目交差点信号機を
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埼玉県議会公明党
オンラインニュース● 心配な症状が出た時の対応、予防に関することなどの相談窓口です。

埼玉県新型コロナ対策パーソナルサポート

埼玉県LINE公式アカウント
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